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住民アンケート自由記述回答集 

本資料は、区・自治会活動に関する住民アンケートに寄せられた自由記述回答を、設問・テ

ーマ別に整理したものです。個人および地区が特定されないよう、回答の趣旨を損なわない範

囲で、固有名詞、属性、時期、金額その他の識別につながる情報を削除または一般化していま

す。 

1. 運営の効率化および負担軽減策に関するご提案 
設問：区・自治会活動への参加促進、運営の効率化、役員および加入世帯の負担軽減に資する

具体的な工夫やアイデアをご自由にお書きください。 

運営の効率化・会議削減 

 『広報はら』は家々に配らなくてもよく、必要な人が診療所や歯医者さん、Aコープ、薬

局、テンホウ、銀行、郵便局、のらざあなど、インターネットを不得意な方々もすぐ手に

取りやすく、利用するような場所や車内に置くようにする方が宜しいかと思います。 

以前住んでいたところでは、役所や駅で貰ってました。 

インターネットをする人は、例えば、村の LINE や原村観光案内所のインスタでオシャレ

に紹介等、村の紹介や移住促進も兼ねて、ネットでアクセスしやすい形にするのは如何で

しょうか。 

今の方法で楽しみにしてらっしゃる方には申し訳ないですが、持続可能な運営や加入増、

印刷物削減のエコのためにも、思いきって役員の方々の負担軽減を図ってはいかがでしょ

うか。 

 

 どうか、区や自治会の人同士の交流を必ず取り入れるように改善してください。移住後、

地域住民との交流を期待して区に加入しましたが、交流の機会が少なく、会費や役割だけ

が負担に感じられるようになりました。相談の上で所属先を変更しましたが、地域に貢献

したい住民が参加しやすく、住民同士が交流できる仕組みを整えてほしいです。 

 

 昔から住んでいる住民の方でないと分からない事が、沢山ありすぎる。 

（区有林、堰、しきたりなど）もっと、簡素化すべき。 

 

 自治会活動の見える化で自治会活動への理解を促すこと。 

また、積極的に情報化進めて、無駄な作業を減らす。 

例えば、会議、回覧、集金、緊急連絡などは Web、SNS などを使えば、拘束時間も負担も

削減できる。 

 

 出不足金の制度を廃止する。 

道水路普請は環境整備として村から参加者に報酬を出す。 

宴会や交流を伴う地区行事は参加者の実費とする。 
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入区に必要な金額を低くしたり、地区公民館を合併することでコストを下げる。 

 

 町会費という独自の習慣をなくすこと、オンライン化、選挙の手書きの時間ロス 

 

役割の細分化・負担軽減 

 原村の集落運営について感じていることと提案私は移住者として原村に暮らしています。 

原村の自然環境や景観、人の温かさに魅力を感じ、この場所で暮らし続けたいと思い移住

しました。 

実際に暮らしてみても原村への愛着は深まっており、今後もこの地域で生活していきたい

と考えています。 

今回のアンケートは、地域の課題や今後のあり方について考える貴重な機会だと思い、日

頃感じていることをお伝えしたいと思います。 

まず最初にお伝えしたいのは、私の意見は地域や集落を否定したいものではないというこ

とです。 

むしろ原村が好きだからこそ、今後も多くの人が移住し、安心して定住できる地域であっ

てほしいという思いから書いています。 

【集落運営の中で感じている負担について】 

私自身は現在、地区の準区民として所属していますが、集落運営の中で金銭的・時間的・

精神的な負担を感じています。 

まず金銭的な負担についてです。 

区費に加え、行事を欠席した際の負担金や各種会費などがあり、年間では決して小さくな

い金額になります。 

また、その費用がどのような目的で使われているのか、どのような考え方で徴収されてい

るのかが十分に見えないこともあり、負担感を大きくしています。 

次に時間的な負担についてです。 

現在の集落運営や行事は、農業を中心とした地域社会の中で長年培われてきたものだと思

います。 

そのこと自体を否定するつもりはありません。 

しかし現在は、農業従事者だけでなく、会社員、共働き世帯、移住者など、さまざまな働

き方や暮らし方をする住民が暮らしています。 

その一方で、集落運営や行事の多くは従来の生活スタイルを前提としているように感じま

す。 

そのため、地域に貢献したい気持ちはあっても参加が難しい人が一定数存在し、参加でき

なければ負担金が発生し、参加すれば家庭や仕事との両立が難しくなる場合があります。 

そして精神的な負担についてです。 

行事の案内やルール、参加方法などが、昔から住んでいる方には当然のこととして共有さ

れていても、移住者には分からないことが少なくありません。 

例えば、・行事の目的が分からない・欠席する場合の連絡先が分からない・決まりごとが

どこに書かれているか分からない・費用や役割の内容が分からない・将来どのような役割

を担う可能性があるのか分からないといった状況があります。 

もちろん地域のルールを守ることは大切ですが、そのルール自体が見えない状態では、不
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安や戸惑いを抱えながら生活することになります。 

また、集落内には多くの役職や委員が存在していますが、それぞれの役割や必要性、選出

方法などが十分に見えないため、将来への不安につながっています。 

【移住者の定着という視点について】 

移住者同士で話をする機会がありますが、地域行事への参加の難しさや、役割・費用・ル

ールの分かりにくさ、将来の負担への不安などについて、似たような声を聞くことがあり

ます。 

感じ方には個人差があると思いますが、少なくとも私個人だけの課題ではなく、今後移住

者が増えていく中で検討が必要なテーマではないかと感じています。 

原村は移住先として大きな魅力を持っている地域だと思います。 

一方で、移住を促進することと同じくらい、移住後に地域へ定着し、無理なく地域と関わ

り続けられる仕組みづくりも重要なのではないでしょうか。 

【地域との関わりについて】 

私自身は地域との関わりを持ちたくないわけではありません。 

地域に貢献したい気持ちはありますし、地域行事や地域活動そのものを否定したいわけで

もありません。 

ただ、現在の仕組みでは「全面的に参加する」か「距離を置く」かの二択になりやすく、

その中間の選択肢が見えにくいように感じます。 

地域に関わりたい気持ちはあっても、現在の仕組みに適応できず、結果として地域との距

離が生まれてしまう人もいるのではないかと思います。 

【提案】 

今後、原村が持続可能な地域であり続けるためには、多様な住民が無理なく地域に関われ

る仕組みづくりが必要だと感じています。 

例えば、・費用やルール、役割の明文化と情報公開・行事の目的や必要性の共有・欠席や

相談のための窓口整備・地域貢献の方法を労働以外にも広げること・移住者や多様な働き

方をする人が参加しやすい仕組みの検討などが考えられるのではないでしょうか。 

また、人口構成や働き方、暮らし方が変化している中で、集落運営そのものについても定

期的に見直しを行う仕組みが必要ではないかと感じています。 

地域には長年培われてきた大切な文化や慣習がありますが、一方で時代とともに住民構成

や生活様式は変化しています。 

そのため、現在の運営方法や役割分担、行事のあり方などについて、地域内だけでなく行

政や外部の視点も取り入れながら、定期的に検証・議論する機会があるとよいのではない

でしょうか。 

変えること自体を目的とするのではなく、残すべきものを残しながら、今の時代に合った

形へ少しずつ調整していく仕組みが、今後の地域の持続性につながるのではないかと思い

ます。 

【最後に】 

私は原村が好きですし、この地域で暮らし続けたいと思っています。 

だからこそ、昔から続いてきた地域の良さを大切にしながらも、これからの時代に合わせ

て少しずつ仕組みを見直していくことが、地域の持続性や移住者の定着につながるのでは

ないかと思います。 

移住促進だけでなく、移住後に地域へ根付き、安心して暮らし続けられる環境づくりにつ



4 

 

いても、ぜひ検討していただければ幸いです。 

 

 村のせいで役員の数や負荷が増えている。 

とにかく村主催のイベント、運動会は即刻やめてほしい。 

幸せな人はほとんどいない。 

不幸な人が増えるだけ。 

あと、この時代に不要な役員も減らすべき。 

村のせいで不幸になっている人が沢山いることをちゃんと考えて欲しい。 

正直、もう区から逃げたい。 

 

 区の役員業務、常会の役割などを明確にし発信することで、知らないことでの負担不安の

解消ができるよう積極的に説明して、生活上の役割負担を認識してもらい区に参加しても

らえたらと思います。 

また、区の運営に関しては、事務管理を各区毎に行っているものを一括管理を代行委託す

るなどは可能と思います。 

行事や地区委員会業務などについては、今までの「やり方」を積極的に変えようとしない

ために負担と感じたりすることが多々あると思います。 

他地域のやり方など情報収集するなどして改善が図られたらと思います。 

 

 区長選任について、これまで選挙を行い任命されたら拒否権が全くない状況だった。 

任命された区長はそれまでやっていた仕事を辞めて区の運営に従事せねばならずそれによ

り生活が一変してしまう状態で、区長にかかる負担があまりに大き過ぎる。 

これはある意味人権侵害である。 

区の運営については代行企業などを誘致するか、区長報酬を一般企業並みに引き上げるべ

きではないだろうか？ 

 

 レクリエーション行事の見直し（参加したくない・できない人の負担軽減）または参加し

た人で費用負担。加入時の選択肢を増やすならなくてもいいことはやらない（例えば資源

物回収の立ち合いなど） 

 

 やる事を減らす。不必要な負担を減らす。伝統を軽んじるつもりはないが、時代に合わせ

て変えていく必要がある。もうちょっと新しい意見を聞くべき。 

 

 ご近所付き合いの延長上にある様な、出来そうな事を分担する。 

 

デジタルツールの活用 

 デジタル化の推進（原村と同じく LINEの活用） 

 

 情報発信、回覧板、一斉通知、緊急連絡、安否確認の電子化。 

それを村役場と一緒に構築を進めたいです。 
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 デジタル化。細分化。班のまとまりを活かして、防災道路整備等を中心に交流する。 

 

参加しやすい仕組みづくり 

 区や自治会の入区/入会にあたり、次の 2点について情報提供されれば参加のハードルが

下がると思います。 

①区や自治会活動の運営、活動内容についての概要情報提供 区や自治会に入会すると年

間でどのような行事がどのような頻度であるのか、会費がいくらなのか、特に運営や活動

についてどのような特徴があるのかがパンフレットまたは紹介ホームページに簡潔にまと

められているようなものがあると移住者に分かりやすいし、説明しやすいと思います。 

②役員などについての活動内容と順番などのルール明確化 区や自治会の役員なり手不足

が課題だと思いますが、役員の仕事内容および役員になる順番(持ち回りで転居が古い順

など)明確にして、区や自治会加入勧誘の際に明確に示すのが良いと思います。 

 納得していただければ加入、残念ながら納得していただけない場合は加入しない(サー

ビスを受けない)と割り切りが必要だと思います。 

 事務局業務などの事務作業について年配の方はパソコンスキルが不足してできない、や

りたくないという場合が多く、現役世代役員が仕事をやりながら区や自治会の事務作業の

負担が大きい現状があります。 

 そのような事務を多くやった方には報酬を上げるのが良いと思います。 

 

その他 

 転居（移住）にて居住及び自治体加入です。 

まだ地域の状況把握もできておらず、今後地域の一員として原村の繁栄と発展に少しでも

寄与出来れば幸いです。 

 

 区、自治体に負担が多いと思う。村で対応したほうが良いと思う。 

 

 1．自治会への加入を義務化する都市部から移住してきて感じたのは、原村は圧倒的に人

手が少なく、「お金を払えば誰かがやってくれる」という環境ではないということ。 

基本的に自助・共助の上に成り立っており、村の豊かで美しい自然も、愛着がある人の善

意で守られている。 

原村の豊かで美しい自然を享受したいのであれば、それを守る義務も負うべき。 

だれかの善意に胡坐をかくのはいかがなものかと思う。 

2．「自治会加入者証」を導入する。ゴミステーションの管理や粗大ごみの回収、夏祭り

の運営など、自治会員が労力・時間・お金を払っているものに関して、非自治会員が利用

するのは不公平なため、利用の際に「自治会加入者証」を求めるようにしてはどうか。 

「ゴミステーションは加入者証をかざすことでカギを開閉できるようにする」、「粗大ご

みの回収は加入者証を呈示することで利用できる」、「夏祭りは加入者証がない人には料

金を請求する」など、タダ乗りできない仕組みを作ってほしい。 

3．自治会の加入費や活動内容については、正確な情報提供が必要です。転入時に自治会

費や会員区分について実態と異なる説明を受け、加入を見送った事例がありました。その
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後、地域住民との交流を通じて誤解は解消されましたが、区ごとに制度が異なるため、役

場と自治会が連携し、正確な情報を案内できる仕組みを整えてほしいです。 

 

 都心部でも若者の自治会離れが加速しているようですが、助け合いという観点が薄れてき

ているように感じます。このままだと数年先が不安です。 

ではどうするのか、原村は小さな組織なのですから、もう少し役場の方々に入ってもらっ

て一緒に運営していく方向にできないかと思います。 

ゴミ問題他を各区や自治会に任せ過ぎではないでしょうか。 

 

 打ち合わせなどは遠隔参加ができる環境にする。 

 

 夜間の防犯灯に年間 500,000 円かかる、ごみステーションは区が管理している事を分かっ

てもらう。 

 

 出払い、出不足金に対し抵抗感がある事は否めず、現在の社会環境に適合し得る慣習なの

か、今一度再考する必要があり、この慣習こそが入区を躊躇う最大の要因と思います。 

むしろ村内の環境美化や自治活動に対し、出払い等参加した者(個人又は世帯)へ、村から

何らかの報酬を支払う等の制度設計があっても良いのでないか。 

日本で美しい村 100選等に参加している村としては尚更の事ではないだろうか。 

首都圏の自治体では市内若くは区内の環境美化は自治体の業務として整理されております

ので、村民のタダ働きに期待するのは自治体の怠慢と見えてしまいます。 

 

 世帯に限定せずに出られる人にも出てもらい、出たひとには日当を払う。 

 

 地区内には、多彩な経験や能力を持つ方がいらっしゃるので、出来ることで地域に貢献し

て頂くのが、それぞれに負担がない、と思う。 

 

 世帯が加入している区の活動と、子供会は一体化しているのが普通だが、子供が減ってい

るので、子供会については複数の区がまとまることで、役員の負担が減らせるのでは。 

 

 役員になりたがらない人が多いので、役員の種類、人数を増やし、出来るだけ多くの区民

が役割りを持つようにする。 

 

 現在区で試行錯誤中 

 

 自治会に加入するメリットを具体的に分かれば少しは変わるのかな。 

防災などの緊急時のありがたさなど。 

なにかあった時に初めて分かるのでなかなかですが。 

デメリットは頭にすぐ浮かびます、 会費 草刈り 役が回ってくる など。 

お金を払い負担がくるなら、非常会員でいいと思ってしまう現状。 

できるだけ行事などもシンプル化して、役の負担減らして人とのつながりは継続できる活
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動になればと思います。 

 

 時代が変わっている旧態依然でなく、古き良きものは尊重しつつ、時代に即したものに活

動そのものを見直していく必要があるのではないかと思う 

 

 役場ではなく、区・自治会員が考えればよいことです 

 

 とにかく区の行事を無くして欲しい 

 

 数十万円する入区費の廃止が第一だと思います。 

 

 区費を下げること。 

 

 アイデアはないけど、あまり区の世話にならなくても生活ができてしまう、日常生活があ

る。 

他人のために尽くす、人のために尽くす、という心が無くなってしまっている、為に尽く

すという環境が教育が無いことが問題と思う。 

 

 どんどん負担を減らし、報酬を与え、自治会費を使って業務を外注し、……それなら自治

会は要らない 自治会コストで行政がやってくれれば良い 

 

 災害時の対策と地区の環境整備のみにする。 

 

 行事が多すぎる 

 

 誰でも担当できるようなバックアップ体制を整える。 

前年度の経験者との引継ぎや経験者を数名、一定期間残留させるなど。 

 

 本来行政がやるべき業務を未だに住民に強いているのはおかしい。 

具体例として砂利道の保守管理、安全や環境下に直結する生活道路の舗装は行政がやるべ

き重要なインフラ事業です。 

 

 会費を安くする(年 1万円以内) 

 

 余りにも区の権限強く感じています農家中心の区であり区の権限は昔からの農家守る為の

区になっていて利益団体に感じます。穏やかなシンプルな会費にできる区であって欲しい

物です。 

 

 村が税金を使って区の内情を問う意味がわからん。 

何かしてくれるのか。 

そもそも村長の誰一人取り残さないも意味わからん。 
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 Line や LogoForm などの積極活用で可能な限り回覧や配布などの負担を無くすこと。 

 

 活動内容と受益者、費用負担を明確にする。 

益が少ない人の負担を最小化することで加入者を増やす 

 

 本当に自分達に必要なら、加入すると思います。 

不用だと思えば参加したくないですよね？ 昔から同じ事だけやるということは、今に合

っていないと何故考えないのか？ 誰か、どうにかしてくれる人はいないのでしょうか？ 

準会員の待遇をハブ扱いするのは如何なものか？ 新しい彼らの意見程聞くべきだと思う

のですが...。 

 役場は、今の区の現状を本当に正しく把握していますか？ 区の活動について、役場か

ら受けた説明と実態に相違があったため相談しましたが、住民側の話を十分に聞いてもら

えなかったと感じました。また、村と区との関係や、村が区の運営にどこまで関与・調整

できるのかが不明確です。実態を確認し、住民の声を受け止める仕組みを整えてほしいで

す。 

 

 子供がいる頃は行事に参加出来ないと可哀想なので入っていましたが、子供が中学生にな

ってからメリットと必要性を感じなくなり抜けました。 

 

 皆が集まって良く相談する。 

 

 入区費の高額化。 

区に入ることで得られるメリットを伝えたり、区費の歳入出の明細がわかるリーフレット

の配布。 

土地販売業者、ハウスメーカーなど不動産関連にもリーフレットを配り、入区が身近にな

る工夫 

 

 区として、どのような活動をしているのかを伝えるとよいのではないでしょうか。 

 

 もっと楽しいものにしないと。 

 

 公民館を使いやすくする。 

 

 村がもっと、移住者等に区と言う地域コミュニティの重要性を説明し加入してもらうよう

することが重要である！ 

 

 人の悪口やら無視やら他人の家を監視する人がいなくなればいい 

 

 ラクにすることを目的にする必要はなく、活動が地区の安全に役立つ意義あるものであっ

て、お互いの顔がわかる関係を築く事が楽しくできたらそれでいい。 

これまで地区を守ってきた人たちの思い、歴史を共有しつつ一方で古い人たちの意見に捉
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われずに地区をより良くする方策を少し若い世代で話し合えたらいいのに、と思う。 

 

 役員の内容を公開し、未経験者にもサポート体制を整えることで負担を減らせるのではな

いかと思う。 

特に古い地区では若い人や新しい住民が役員になることを躊躇してしまう傾向にあると感

じている。 
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2. 自治会活動に関するご意見・ご感想 
設問：区・自治会の活動に関して、日頃お感じになっていることやご意見がございましたら、

ご自由にお書きください。 

活動の意義・メリットへの意見 

 要らない仕事が多すぎる。資産価値のない土地の管理。 

 

 「自治会なんて不要」という論調が強くなっているが、他人任せにしてきたがために一部

の権力者によって不健全な居住環境が作られてしまっている地域が増えてきてしまってい

る。 

私自身は移住してくるまで原村とは縁もゆかりもない人間だったが、原村で子どもが産ま

れ、原村が家族の思い出の地になり、子どもたちの故郷になった。 

子々孫々のためにこの豊かで美しい自然を守り続けていくためには、一人ひとりの住民が

自分の住む地域について関心を持ち、自分たちで守っていくという覚悟を持つべきだ。 

そういった考えの方が増えていくような意義のある活動こそ、自治体で実施すべきだと思

う。 

 

 ある地区では、地区内の関係機関と住民との話合いが必要です。行事や委員の選出、村か

ら交付された資金の会計、区長の担い手など、他地区とは異なる課題があります。 

 

 地区の民生児童委員は以前は 3人だった。 

今年は地区内の一部地域には不在ですが、これは改善が必要では？成り手がいないという

のは全国的な傾向ですが、50代・60 代の成り手をもう一人探してほしい（定年退職して

移住してくる人はボランティア精神が無いのかな？）。 

 

 全員が納得できる運営は難しいと思うが、共働き・物価高などで時間もお金も余裕のない

家庭が増えていることは事実。 

今までやってきたから、などで踏襲していくことに無理があるケースもある。 

諸々見直しが必要だと思う。 

 

 学校の PTAや地区の PTA 役員決めの際など地区とのつながりが必要なのかなとおもう点が

ある。 

昔ながらの地区の関係性はわかるが、移住者や夫婦ともに働いている世帯など昔とは変わ

ってきている中で以前からの当たり前も少しずつ現状にあったものに臨機応変に対応して

いくことも大切だと思います。 

 

 加入金が高すぎる。メリットを感じない。 

せめて加入金を無くしたら加入者はかなり増えると思う。 

また、年会費の内訳を聞いても教えてもらえず、不信感を抱きました。 

 

 行政の機能不足を区・自治会の活動に押し付けていないかのレビューが必要。 
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 高齢化が進み、当たり前に活動していた世代からあまり積極的でない世代に移ってきてる

ような気がする。 

つながりの意義やこの地に暮らす（暮らし続ける）ために必要なことを明確にしていく必

要を感じ始めている 

 

 退役した高齢者が自治会を運営していて、若い現役世代は忙しく自治会活動に参加しにく

い状況がみられる。 

今後更なる高齢化により出払いなどの活動が益々難しくなると思われる。 

行政自身が事業を自ら完結できるよう体制を整える必要がある。 

 

 区とはどの様な組織ですかの問いの村は答えていただけるのでしようか？区ごとの制度や

運用の違いが分かりにくく、道路資材等の配分にも地区差があるように感じます。入区者

と非入区者の取扱いも明確ではありません。高齢になり地域作業への参加も難しくなって

います。学校との関係から区に加入していますが、区制度はより簡素で、経済的負担の少

ないものにすべきだと感じます。 

 

 子どもも草刈りなどに参加できるようにするなど、親子で参加しやすい区になれば、活動

が楽しくなると思います。また、高齢や健康上の事情による活動免除について、医療上の

証明を求める運用の必要性を見直してほしいです。思いやりのある、加入したいと感じら

れる区になってほしいです。 

 

 従来からの住民や特定の役員に運営が偏り、意見を反映しにくいとの声があります。ま

た、区管理施設の利用、行事運営、子どもへの対応、予算執行などについて、公平性や適

切な管理を求める意見がありました。加入を促進するためには、透明で公平な運営と、住

民の意見を調整できる体制が必要です。 

 

 入会費がとにかく高かった。若者世代が区に加入するメリットはなんなのかよく分からな

い。区費が高いので減額希望。どんな事に使用しているのか見える化してほしい。 

 

 入区しないを選択してメリット感じるのは大人。 

地区での繋がりや見守りが必要。子どもはそれで良いのか？小学校の地区子ども会には参

加できるが区の行事には参加できないなど、これでよいのか、疑問に感じる。 

できれば入ってもらいどの子も地区で育っていってほしい 

 

 言いたいことが言えない総会を時間かけてやる意味がわからない今でも男が偉いみたいな

所がある区から抜けたいが、ゴミ出しはできないと言われた。区や常会の必要性は十分理

解しているが、出来ることなら関わりたくない。 

 

村の行事（運動会等）への所感 

 自治会(区会)に対する補助金について、どの様な名目で、での様な単価設定がされている

のか全く分かりません。 
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仮に補助金の内訳として環境美化、環境保護に関する項目や価額が含まれいるのであれ

ば、それは出払い参加者に還元すべきもの考えられますが、村の広報にも記載していだけ

たら幸いです。 

また、財産区ではない当区においては、区費が非常に高く感じられ、区費に見合った福利

厚生は期待できず、こうした福利厚生事業においては自治会によるもではなく、むしろ自

主運営によるところが多々あるため、負担感がある上に出払い等の奉仕義務が大きくのし

かかっているように感じられることから、村による区費等の補助を期待したい。 

 

 地域の問題を取り纏め、行政と協力して地域を良くする活動は、区・自治会の重要な役割

だと思う。 

毎年、自治会を通して地区内の水路・道路の補修要望を村にあげているが、何年も修繕し

てもらえない。 

村からは、優先順位があるので毎年要望をあげるよう言われるが、自治会の役員は毎年変

わる。会員としては、自治会に意見を出しても村には届かず何もしてもらえないというこ

とになる。 

区・自治会の活動が行政と繋がりを持って地域の問題を解決できるという実績を示すこと

は、加入促進・役員の確保に寄与すると思う。 

 

 そもそも区・自治会を主体にするのではなく、村が主体で動いてもらいたい。 

であれば区・自治会の在り方を細かく考えなくても良いと思う。 

区・自治会を前提に動いているのは村の怠慢なのでは。 

昔からそうだった、他の田舎もそうだ、という前例主義、慣例主義を通すのであれば、移

住促進みたいなことはやめればいいと思う。 

現状の区・自治会の活動を是としている住民がいないとは言わない。 

だが、現状を是としている住民は少数なのだと思う。 

であれば、区・自治会に変化を起こすのではなく、村が主体の変化を求めたい。 

それは村が区・自治会に働きかけるという話ではない。 

村が区・自治会の負担を受け負って、取り組むべきなのではないかという話である。 

 

 自治会の負担を減らすため、村内インフラの維持補修への村の予算を増額してほしい。 

 

 区民がコミュニケーションを図れる機会を増やしたい。 

それは清掃作業やスポーツ、ゲーム、お祭りや敬老会でも、とにかく人が集まる企画に多

少の費用負担が村からあればと思うのですが。 

今の区では清掃作業はともかく、ほかの企画ではやりたい人がやればいい、区から人も金

も出せない状態です。 

本来は区が頑張ればよいのだが、少数の反対者の意見で前へ進めないのが今の流れでしょ

うか。 

 

 夏祭り等 準備にその年の役員負担が大きい若い世帯が増えてきて 全ての人が仕事を休め

るわけでは無い他の区よりも区費が高い気がする 収めている金額に対して 住みやすさ等
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を感じられない出払い 一生懸命作業する人と 話ばかりで何もしない人がいる 

 

 わたしの居る区は、前年度までと同じように、といった形で区長自ら、全て穏便に済ませ

て 自分に難題が降りかからないようにしていると感じます。 

そのせいで、多分 古い慣習のままであると感じます。 

何か意見を言えば、古くからいた人々に叩かれる雰囲気です。 

そういうのを感じとってか、新しく区に住み始めた方々は区に加入されない人が多くなり

ました。 

また、村からの事業を区に丸投げしている事も問題だと思います。 

これは、一体何のために、誰のためにやっている事？？と思ってしまうことがあります。 

国から補助金をいただくため？誰かが徳をしているのでしょうか？と、問いたくなる内容

もあるように思います。 

 

 消防団の方が一生懸命活動していただいているのは知っているが、団員数の不足や報酬の

低さ、時間の制約など負担が大きく、非常に申し訳なく感じる。 

待遇の改善などの対策をしていかないと消防団自体が消滅してしまうのではないかと危惧

しています。 

また区の行事として運動会や球技大会があるが、区民の高齢化で特に球技大会の参加者が

少なく、役員や選手として選ばれた区民の負担が大きい。 

実態に即した活動に絞るべき。 

 

 区や村の行事は、ほとんど区の役員が出て負担が大きい。 

例えば区や村の各種運動会は、区の役員ばかりが出て、今どき何の意味があるのか疑問。 

穏やかに過ごしたい。 

 

 村道の整備を予算化してほしい 

 

 防災、ゴミ捨て、環境整備の観点から現在の区という制度は重要だと思うが、平時の付き

合い方などはそれぞれ違うので、イベント参加などの参加の自由は考えてもらいたい。 

 

 

 このままだと区は崩壊に進んで行くと思われます。村頑張れ! 

 

 地区の活動（出払い、公民館の清掃、雪かき、ゴミ拾い等）は、作業と同時に住民同士の

コミュニケーションの場として大切なものだと感じる。 

負担を減らすよりもその時間をどれだけ楽しいものにするかを考えていくことが重要だと

思います。個人的には昔は行われていた区の運動会を復活させたいです。 

 

移住者・若年層の視点 

 他地域から移住してきたため自治会組織内容がよく分からない。 

加入時にもきちんとした説明はなかった。 
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そもそも自治会の総会が財産区と一緒に行われていて財産区に加入していない者にはよく

分からない。財産区とは別に行うべきだと思う。 

 

 言っても変わらないなら区に入ってる意味はないと思い、区から抜けました。 

改善案が出された時に、現状維持で終わらせるような今の現状では私は区に戻るつもりは

ないし、これからも若い世代は入らないと思います。 

 

 どの役員活動も、古い人たちが自分たちはこんなに苦労した、だからそれを続けるべきだ

という思考停止した状態で振る舞う点に問題を感じる。 

PTA などはずいぶん変わってきたが、地区は世代間問題があるので変えるのは難しそう。 

でもそこを変えないと、古くからの地区への移住促進はままならないと思う。 

 

その他 

 いつも区のことを運営してもらって感謝です。 

何かしたいとは思うけれど、行事に参加するくらいで、なかなか運営に回れないのが現状

です。 

 紙での配りものが多過ぎます。 

また、集金が現金集金になっているのも集金する人の大きな負担になってます。 

各汐管理、ため池管理、阿弥陀岳の境界管理など、関係区の区長や委員などで管理を行っ

ておりますが、単に管理負担になっている現状から、観光資源として検討してはどうでし

ょうか？ 

 

 まだ具体的に参加したことがないのでよくわかりません。 

 

 別荘地区と個人宅の地域との平等性を確保する為分けた組織にした方がよい。今後ますま

す高齢化が進んで、活動出来る人間が限られてくるので、労働に参加出来ない場合はいく

らかの支払いを課した方がよい。 

 

 広報等いつもイヤな顔せず自宅まで配布してくださり感謝しています。 

 農家でないので、農業従事者中心の活動で会費が高いのが困る。 

ゴミ捨て場だけ利用しているくらいで年間２万前後の費用は大きな負担だ。 

 区費を払わない人との不公平感を感じる。 

 

 今回のアンケートをきっかけに、今後の改善につながれば良いと思います。 

 

 大変な役もあるが、無くすことは出来ないことだと思う。 

 

 自分も役員を務めましたので、分かりますが、まずはしっかり引き継ぎをして頂き、不安

なく活動して下さい。 
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 入らない人が多くなってきた。入らなくても困ることは少なく、一定の利益も享受でき

る。入っているのが馬鹿らしい。辞めたい。これから入らない人は増えていくと思う。 

区や自治会への参加を推進していくのではなく、参加を前提としない施策を模索し、推進 

 組合での集まりや交流が楽しい事もたくさんあれば、自然とある程度負担があっても加入

者は増えると思います。 

 

 集金など幾度も有るのは大変。 

 

 自然 災害の多い時代 。地域のみんなで 助け合うという意識の改革が浸透する活動や情

報を重視してほしい。 

 

 出払いに参加しましたが、景観維持や観光アピールのためにもとても大事な活動だと実感

しました。 

 

 新しく家を建てても区に加入しない家が増えている、その土地に家を建て、そこに住む、

人とつきあう生活をする以上区に加入すべき。 

そういう心が無い、失われている、協力の心の足りなさ、むずかしい今の時代である。 

 

 役員を引き受けると、働く世代は本当に負担が大きい。 

休日を使うことも多く、家族の時間に充てたい。 

 

 希望する人からデジタル化できたら相当楽になると思う。 

希望する人は大半になるのではないか。 

 

 区費が高すぎる 

 

 いつも、ありがとうございます。感謝しています。 

 

 民生児童委員の担当区域が広く、居住地から離れた地域の情報把握が難しい状況がありま

す。各地域から担当者を選出するなど、担当区域や選出方法の見直しが必要です。また、

後任者の確保も課題です。 

 

 私の地区は草刈りに対する意識が低いと思う。 

役員が代わったら、地区の草刈りが実施されなくなった。 

既存の区も境界改めなどで、杭の周辺の草刈りをしたり、財産区の草刈りをして欲しい。 

どこの予算か知らないが、エコーラインの歩道の草刈りがされる様になったのは有難い。 

 

 封建時代に作られたまま。 

 

 なにより、自治会活動の公平性（予算の偏った執行の排除など）ある活動である本質をし

っかりとガバナンスすること。 
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地区活動における予算執行の公平性と透明性を確保し、適切なガバナンスを行う必要あ

り。 

 

 特に課題は感じていない。共助の雰囲気があってよい。 

入区していない人とは付き合う機会がないのでいざというときにどうしたものか。 

入区費と区費は得られるサービスに対して高いような。 

安心安全を地域で作り継続していく費用と皆さんが思ってくれると良いのですが… 

 

 ゴミステーションに併設している燃えないゴミは、資源物が出されるので廃止し、燃えな

いゴミの回収は資源物と同様にする 

 

 最近、区内で DX 化が進み素晴らしい。 

 

 出払いの川ざらいが女性にはとても大変なため、負担の軽い作業を割り振ってほしい。 

 

 資源ごみや粗大ごみの回収時間と場所を区内放送で周知してほしい。 

 

 現在の運営体制による改善を期待しています。 

 

 役員になると大変！のイメージ。段々高齢化が進んでおります。 

 

 民生委員が取り扱う情報の管理について、懸念を感じる。 

 

 村や区の行事について、役員負担や実施意義を見直してほしい。また、行事に伴う飲酒と

交通安全への懸念、補助金の使途や透明性に疑問を感じる。 


